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・事業開始 平成28年度３月～ （３月と９月のキャンペーン期間にあわせて実施）

・検索エンジンで“死にたい”等の自殺に関連する語句を検索したユーザーに対して、自殺相

談窓口を掲載した特設ホームページに誘導する広告を表示する。

・主に若年層に対して相談窓口を周知し、支援に繋げるために実施。

コロナ禍における相談需要を把握するため、以下のとおり新たな取組を行った。

(１) Googleに加えて、幅広い年代へ周知するため、Yahoo及びTwitterに広告掲出

(２) キーワードに「死にたい」等、直接自殺を示唆する語句のみならず、コロナ関連語句
（例：コロナ＋こわい、会社＋倒産等）を追加（※Yahooのみ）

(３）学校生活や就労に関する悩みを抱える方にも幅広く訴求できるよう、特設ホームペー
ジのメッセージを自殺を前面に打ち出さない表現に変更

【今後の取組】3月度キャンペーンでも実施予定。コロナ関連キーワードよりも自殺関連
キーワードのクリック率が高いことから、自殺関連キーワードを中心に行う予定。
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